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＇ JAPICについて

一般社団法人日本プロジェクト産業協議会(Japan Project-Industry Council: JAPIC)は、1979年に産業界の複合

組織として設立されました。以来、民間諸産業による業際的協力と産官学の交流を通じて叡智を結集し、国民の安全

安心と持続可能で豊かな社会づくりに向けて、産業・経済、環境・資源・エネルギー 、教育、国土・防災・都市・地域計

画等、立国の根幹に関わる事項の研究並びに実現活動を行うことにより、国家的諸課題の解決に寄与し、日本の明る

い未来を創生することを目指して活動して参りました。現在43業種約220社の企業、地方自治体、団体、NPO等から構

成され、年間延べ1万人の実務家が公益的な立場から、1． プロジェクトの企画・実現、2 ． 政府関係機関への政策提言、

3．産官学交流のためのプラットホーム形成等活動を行っています。

＇講座開設趣旨

神戸大学とJAPICとの連携協定に甚づき、本リレー講座を開設します。

世界は、新興国の急成長や情報通信技術の目覚しい進歩、金融市場のボーダレス化などに伴い、グローバル化が着実

に進展する一方、100年に一度と言われる未曽有のコロナ禍や米中両国の対立、更にはロシアによるウクライナ侵攻、

パレスチナ問題等によって、今や分断の危機に直面しています。

このような激変する世界に立ち向かっていく学生の皆さんには、「人・社会・国に貢献するとは？ 国際社会に対して果

たすべき役割とは？」という高い課題意識を持って研鑽に励むことを期待します。その為にはこの講義で説く「社会基礎

学〔グローバル化人材に不可欠な教養〕」を習得することが大変重要であると考えます。

本リレー講義では、グローバル人材に不可欠な教蓑とは何かを探求し、全学部生を対象に、今後の大学生活で身に付

けるべき知識、教蓑、想像力や構想力の向上をサポートします。

＇学生に期待すること

本リレー講義の副題である、「激変する世界のなかで、H本はどうあるべきなのか？」について、第一線で活躍する社会人

講師の話を聴き、強い関心と好奇心を持って考えて下さい。そして、先の見通しづらいグローバル社会で自ら何ができる

か、そのためには何が必要か、積極的に学び、考えることを期待します。
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産業界・官界トップリ ーダー による

連続リレー講座 2025
激変する世界のなかで、日本はどうあるべきなのか？

これから社会に出る学生は何を学び、何を身につけるべきか？

神戸大学と一般社団法人日本プロジェクト産業協議会(JAPIC)との連携協定に基づき、

産業界・官界のトップリーダーがオムニパス形式で講義します。

今、企業でどんな人材が求められているのか？ 学生に何を身に付けてほしいのか？

土曜日を、貴方のキャリアアップの時間に充ててください。

科 目名 社会基礎学〈グロ ーバル人材に不可欠な教養〉

開講時期 芦雰Eター±開Uヨ 10:40 16:40 臼i1ロ
（初日と最終日は13:20~16:40)

科目区分 教養科目（総合系）［2単位］

登録受付締切： 5月9日（金）

→5月23日（金）に延長

定員150名
詳細（履修登録等）






